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使

大
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裕
子
氏

に
よ
る
講
話
と
実
技
指
導

ふれあい学習課

令和２（2020）年１月20日

新春号
塩谷南那須
教育事務所

と
ち
ぎ
未
来
大
使
を
御
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
県
内
外
で
活
躍
さ
れ
、
ふ
る
さ

と
栃
木
の
魅
力
・
実
力
を
積
極
的
に
発

信
し
て
く
だ
さ
る
方
に
対
し
、
県
知
事

が
「
と
ち
ぎ
未
来
大
使
」
を
委
嘱
し
て

い
ま
す
。

例
え
ば
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪
卓
球
女
子

団
体
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
平
野
早
矢
香
氏

や
ロ
ッ
ク
シ
ン
ガ
ー
・
俳
優
の
ダ
イ
ア

モ
ン
ド
✡
ユ
カ
イ
氏
、
元
サ
ッ
カ
ー
女

子
日
本
代
表
の
手
塚
貴
子
氏
な
ど
様
々

な
方
が
と
ち
ぎ
未
来
大
使
と
し
て
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

去
る
9
月
10
日
、
矢
板
市
立
泉
中
学

校
の
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
合
わ
せ

て
、
声
楽
家
の
大
貫
裕
子
氏
を
お
呼
び

し
か
し
、
そ
こ
で
く
じ
け
ず
に
努

力
を
続
け
、
今
に
至
る
ま
で
の
道
の

り
や
、
オ
ペ
ラ
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

世
界
、
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
な
ど
、
珠
玉
の
お
話
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
夢
」
を
追
求
す
る
人
の
話
に
は

力
が
あ
る―

そ
ん
な
こ
と
を
改
め
て

感
じ
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
受
験

や
自
分
の
将
来
を
考
え
始
め
る
中
学

生
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
話
は
間

違
い
な
く
心
に
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

2
月
に
は
矢
板
中
学
校
で
「
夢
」

講
座
を
実
施
し
ま
す
。
お
迎
え
す
る

講
師
は
、
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
の
振
付

を
さ
れ
た
真
島
茂
樹
氏
で
す
。
ど
の

よ
う
な
「
夢
」
を
語
ら
れ
る
の
か
、

と
て
も
楽
し
み
で
す
。

し
、
と
ち
ぎ
未
来
大
使
「
夢
」
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
貫
氏
は
、
鹿
沼
市
出
身
。
宇

都
宮
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
音

楽
科
、
東
京
芸
術
大
学
卒
業
後
、

ウ
イ
ー
ン
市
立
音
楽
院
に
3
年
間

留
学
さ
れ
ま
し
た
。
留
学
中
に
、

ベ
ル
ギ
ー
Ｂ
Ｒ
Ｔ
放
送
局
の
招
聘

を
受
け
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
歌
劇
場

で
オ
ペ
ラ
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま

し
た
。

一
見
、
順
風
満
帆
の
よ
う
に
感

じ
ま
す
が
、
ま
ず
大
学
で
挫
折
を

味
わ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
高

校
で
は
通
用
し
て
い
た
歌
が
、
大

学
で
は
埋
も
れ
て
し
ま
い
通
用
し

な
か
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

「夢」を追求する人の話には力がある。
とちぎ未来大使「夢」講座（矢板市立泉中学校）

令和元（2019）年９月10日（火） 矢板市文化会館

生徒に実技指導をする大貫氏

大貫裕子氏



タ
ー
を
さ
れ
て
い
る
福
田
ト
ミ
子
氏

と
、
塩
谷
町
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
さ
れ
て
い
る
鳰
由
可
里
氏
か
ら
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
実
際
や
そ
の
御

苦
労
か
ら
楽
し
さ
ま
で
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

第
3
回
は
、
各
市
町
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
活
発
な

情
報
交
換
を
し
ま
し
た
。
置
か
れ
て

い
る
状
況
は
異
な
っ
て
も
、
学
校
と

地
域
を
結
ぶ
と
い
う
目
的
は
同
じ
で

す
。
そ
の
よ
う
な
「
仲
間
」
と
の
話

合
い
は
、
予
定
さ
れ
た
時
間
で
は
足

り
な
い
ほ
ど
活
発
で
、
笑
顔
の
絶
え

な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

本
研
修
を
と
お
し
て
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
方
が
一

人
で
も
多
く
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

塩谷南那須教育事務所ふれあい学習課 TEL：0287(43)0176 FAX：0287(43)0535

学校と地域の確実な連携・協働を目指し
て

今
や
学
校
は
、
地
域
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
な
し
に
は
、
教
育
目
標

の
達
成
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
地
域
と
学
校
の

連
携
・
協
働
体
制
の
確
立
が
と
て
も

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
連
携
・
協
働
体
制
の
確
立
に

は
、
学
校
側
と
地
域
側
双
方
に
窓
口

と
な
る
人
が
必
要
で
す
。

学
校
側
の
窓
口
は
地
域
連
携
教
員

で
す
。
そ
し
て
、
地
域
側
の
窓
口
は

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
。

本
研
修
は
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
地

域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
な
ろ
う
と

す
る
方
を
育
て
る
研
修
で
あ
り
、
今

年
度
は
3
回
シ
リ
ー
ズ
で
実
施
し
ま

し
た
。

第
2
回
の
研
修
で
は
、
さ
く
ら
市

立
押
上
小
学
校
区
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

Column
学校運営協議会

小・中学校の学校経営方針には、必ずと言っ
ていいほど次のキーワードが登場します。

地域とともにある学校づくり

この「地域とともにある学校」への転換を図
るには、地域学校協働本部をはじめ地域との連
携・協働は必須です。さらに、学校運営協議会
を導入し、いわゆるコミュニティ・スクールに
していくことが「地域とともにある学校」への
転換に有効だと言われています。

塩谷南那須地区においても、コミュニティ・
スクールがスタートしている市町があります。
さくら市は、氏家小と熟田小が先行してコ

ミュニティ・スクールをスタートさせました。
ほかの学校は２校の実践等を参考に、準備を進
めています。
高根沢町は、学校運営協議会を全校に設置し、

高根沢版コミュニティ・スクール「みんなの学
校」がスタートしました。
これら２市町の取組は、今後コミュニティ・

スクールを立ち上げる市町にとって、貴重な先
行事例となります。ぜひ、今後の動きに注目し
ていただきたいと思います。

令和元（2019）年度 塩谷南那須地区コーディネーター養成研修③

令和元（2019）年12月３日（火） 塩谷庁舎401会議室

実践を発表する福田トミ子氏

第3回研修でのグループ発表の様子


